
○改革工程表2019の各施策の進捗を点検しつつ、骨太2020に盛り込まれた新たな施策について各WGで議論し、
年末に改革工程表の改定案を取りまとめる。

《 具体的な工程表の改定方針 》

（１）改革工程表2019の進捗管理（別添１、２）
・政策体系パート（ロジックモデル）及び改革工程パートについて、改革工程表2019に掲げた
施策の進捗の点検を行う。

（２）改革工程表2020案の策定（別添３、４）
・骨太方針2020及び（１）を踏まえ、改革工程表を改定。改革工程パートは2021年度から2023
年度までの取組を記載。

≪ＫＰＩの設定に関する方針≫
（１） 定量的なＫＰＩであること

取組の進捗、成果を、取組主体の主観でなく客観的に評価するため、定量的なＫＰＩである必要
（２） 実績値が更新可能なＫＰＩであること

取組の進捗、成果について毎年度、評価・点検を行う。適切な評価・点検に基づきＰＤＣＡサイクルを回していくためには、
毎年度実績値が更新されるＫＰＩである必要

（３） 目標値について
それぞれの階層のＫＰＩは、取組の進捗、成果を測定する指標であるが、当該指標に関して関係する計画等で目標値が設定
されているものについては、目標年と併せて必ず記載。これ以外の場合においては、可能な限り目標値又は指標の推移とし
て目標とする傾向（増加、減少等）を記載

改革工程表の改定方針（案）
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資料４



政策目標 ＫＰＩ第２階層 ＫＰＩ第１階層 取 組
222

ＸＸＸＸ １．○○○の推進

【アンブレラ】
○○○の推進

【指標①】
ＸＸＸＸの延伸
※３年に１度の調査に加え、毎年
の動向を把握するための補完的な
手法を検討
※「●●●」について、まずは客
観的かつ比較可能な統計としての
在り方を検討
⇒●●●の在り方について検討済、
集計中

【指標②】
△△参加率
⇒
△△参加率 ○％（○％）（20XX
年（20XY年））

○●●●に該当する△△者の年齢
階級別割合【減少】
⇒
65-69歳 ZZ％（zz％）
70-74歳 ZZ％（zz％）
75-79歳 ZZ％（zz％）
80-84歳 ZZ％（zz％）
85-90歳 ZZ％（zz％）
90歳以上 ZZ％（zz％）
（いずれも2018年（2017年））

○◎◎◎を設置した市町村【2020年
度末までに100％】
⇒ZZ％（zz％）（2016年(2015年)）

○●●●の数
【2020年度末までにXX万人】
⇒ZZ％（zz％）（2016年(2015年)）

○×××の数
【2020年度末までにＸ万人】
⇒ZZ％（zz％）（2016年(2015年)）

○▲▲▲参加率【2020年度末までに
X％】
⇒ZZ％（zz％）（2016年(2015年)）

２．×××の推進及び○○○

○年間新規××数【20XX年度まで
にXXX人以下に減少】
⇒XXX人（xxx人）（2016年
（2015年））

○XXXXの増加の抑制
【20XX年度までにXX万人以下】
⇒XX万人（xx万人）（2016年
（2015年））

○▲▲の該当者数
【20XX年度までに20YY年度と比べ
てZZ％減少】
⇒Z%減（zz%減、yy%減）（2018年
度（2015年、20YY年））

○●●●に取り組む自治体、広域連
合の数【増加】
⇒自治体：○○(●●、●●)
（2017年(2016年、20YY年)）

○×××の実施率
【20XX年度までにXX％以上】
⇒ZZ％（zz％、zz％）
（2016年(2015年、20YY年)）

○△△△の実施率
【20XX年度までにXX％以上】
⇒ZZ％（zz％、zz％）
（2016年(2015年、20YY年)）

○▲▲▲参画企業数
【20YY年度までにXX社以上】
⇒ZZ％（zz％、zz％）
（2016年(2015年、20YY年)）

○×××参画団体数
【20YY年度までにXX団体以上】
⇒ZZ％（zz％、zz％）
（2016年(2015年、20YY年)）

１．●●●の推進

【様式：ロジックモデル（評価用）】
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進捗等に課題が見られる項目につ
いては青枠で囲う。

目標が達成された項目については赤
枠で囲う。

前回調査時の数値及びKPI設定時
の数値（初期値）も併せて記載する。
※下記の要領にて記載
最新値（前回値、初期値）

主要な課題について、赤枠で囲う。

別添１
評価用

コロナによって進捗に大きな遅れが
出ている施策について青枠で囲う



取組事項

実施年度 ＫＰＩ

2020年度
第１階層 第２階層

具体的取組 進捗状況

○
○
・
△
△
の
推
進

1 〇〇〇の推進
〇〇〇〇の推進。

「×××」も踏まえ、〇〇〇をテーマに、▲▲▲
に取り組む企業・団体・自治体への支援を行い、
〇〇〇を推進。

〇〇〇等とも連携しながら☓☓☓の実施に取り組む
など、×××の早期達成を目指し、×××を検討。

×××の実現に向けて、〇〇〇審議会において、
論点を整理しつつ、議論。

≪〇〇〇省≫

⇒〇〇〇〇の調査研究を行っている。

⇒〇〇〇〇について議論。年度内に議論を取りま
とめる予定。

〇×××の数
【増加】

〇△△の実施率
【20☓☓年度ま
でに〇％以上】

〇××参画企業
数
【20☓☓年度ま
でに●●●社以
上】

〇×××参加率
【20☓☓年度ま
でに〇％以上】

〇年間△△者数
【20☓☓年度ま
でに〇〇〇人以
下に減少】

〇▲▲▲者の増
加の抑制
【20☓☓年度ま
でに〇〇〇万人
以下】

〇×××の該当
者及び予備群の
数
【20☓☓年度ま
でに20☓☓年度
と比べて〇％減
少】

〇〇〇に重点的に取り組む。〇〇予防
に関して×××の加速に向けて今後３
年間で徹底して取り組む。

××××の抜本的強化を図る。

2 ○○○の有効活用

〇〇〇に重点的に取り組む。〇〇予防
に関して×××の加速に向けて今後３
年間で徹底して取り組む。

「×××」も踏まえ、〇〇〇をテーマに、▲▲▲
に取り組む企業・団体・自治体への支援を行い、
〇〇〇を推進。

⇒〇〇に対して補助を実施。 〇☓☓対策に取
り組んでいる都
道府県数
【47都道府
県】

〇１☓☓法人当
たりの☓☓☓の
事業数
【2020年度末
までに増加】

☓-１ 〇〇〇の推進

〇〇を推進するため、×××や△△を通じて〇〇〇に重点的に取り組む。これにより、×××することを目指す。
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主要な課題について、赤枠で囲う。

コロナによって進捗に大きく遅れてい
る施策について青枠で囲う。

別添２
評価用



政策目標 ＫＰＩ第２階層 ＫＰＩ第１階層 取 組
444

ＸＸＸＸ １．○○○の推進

【アンブレラ】
○○○の推進

【指標①】
ＸＸＸＸの延伸
※３年に１度の調査に加え、毎年
の動向を把握するための補完的な
手法を検討
※「●●●」について、まずは客
観的かつ比較可能な統計としての
在り方を検討

【指標②】
△△参加率

○●●●に該当する△△者の年齢
階級別割合【減少】

○◎◎◎を設置した市町村【2020年
度末までに100％】

○●●●の数
【2020年度末までにXX万人】

○×××の数
【2020年度末までにＸ万人】

○▲▲▲参加率【2020年度末までに
X％】

２．×××の推進及び○○○

○年間新規××数【20XX年度まで
にXXX人以下に減少】

○XXXXの増加の抑制
【20XX年度までにXX万人以下】

○▲▲の該当者数
【20XX年度までに20YY年度と比べ
てZZ％減少】

○●●●に取り組む自治体、広域連
合の数【増加】

○×××の実施率
【20XX年度までにXX％以上】

○△△△の実施率
【20XX年度までにXX％以上】

○▲▲▲参画企業数
【20YY年度までにXX社以上】

○×××参画団体数
【20YY年度までにXX団体以上】

１．●●●の推進

【様式：ロジックモデル】

4

主要な課題に指定した取組を赤
枠で囲う

別添３
新工程表



取組事項
実施年度 ＫＰＩ

2021年度 2022年度 2023年度 第１階層 第２階層

○
○
・
△
△
の
推
進

1 〇〇〇の推進
〇〇〇〇の推進。

「×××」も踏まえ、〇〇〇をテーマに、▲▲▲に取り組
む企業・団体・自治体への支援を行い、〇〇〇を推進。

〇〇〇等とも連携しながら☓☓☓の実施に取り組むなど、
×××の早期達成を目指し、×××を検討。

×××の実現に向けて、〇〇〇審議会において、論点を整
理しつつ、議論。

≪〇〇〇省≫

〇×××の数
【増加】

〇△△の実施率
【20☓☓年度ま
でに〇％以上】

〇××参画企業
数
【20☓☓年度ま
でに●●●社以
上】

〇×××参加率
【20☓☓年度ま
でに〇％以上】

〇年間△△者数
【20☓☓年度ま
でに〇〇〇人以
下に減少】

〇▲▲▲者の増
加の抑制
【20☓☓年度ま
でに〇〇〇万人
以下】

〇×××の該当
者及び予備群の
数
【20☓☓年度ま
でに20☓☓年度
と比べて〇％減
少】

〇〇〇に重点的に取り組む。〇〇予防
に関して×××の加速に向けて今後３
年間で徹底して取り組む。

××××の抜本的強化を図る。

2 ○○○の有効活用

〇〇〇に重点的に取り組む。〇〇予防
に関して×××の加速に向けて今後３
年間で徹底して取り組む。

「×××」も踏まえ、〇〇〇をテーマに、▲▲▲に取り組
む企業・団体・自治体への支援を行い、〇〇〇を推進。

〇☓☓対策に取
り組んでいる都
道府県数
【47都道府
県】

〇１☓☓法人当
たりの☓☓☓の
事業数
【2020年度末
までに増加】

☓-１ 〇〇〇の推進
〇〇を推進するため、×××や△△を通じて〇〇〇に重点的に取り組む。これにより、×××することを目指す。

5

主要な課題に指定した取組を赤
枠で囲う

別添４
新工程表
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